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(1) 平成 22年度 
















第 6週    サーチエンジンから学術情報検索へ 
第 7週    図書・雑誌の探し方 
第 8～9週 論文の探し方 
第 10週   新聞記事の探し方 





















第 6週    サーチエンジンから学術情報検索へ 
第 7週    図書・雑誌の探し方 
第 8～9週 論文・新聞記事の探し方 
第 10週   レポート作成時のチェックポイント 
第 14週   図書館でのグループ演習 
 
(3) 図書館でのグループ演習 





















































































































図 1:理解度チェックテスト（平成 22年度） 







学生 1 名につき WG メンバー2 名体制で，レポート
は3名体制でチェックしコメントを書いた。課題もレポ
ートも学生に返却して，結果をフィードバックしている。





















































   
  
  








































































入門編  学術情報の探し方，図書の探し方，雑誌 
の探し方，新聞記事の探し方，事柄の調べ方 
初級編  大学生のためのレポート作成入門 
     大学生のためのレポート作成法セミナー 
     レポート・論文を書くための情報探索法 
中級編  日本語論文の探し方 
     外国語論文の探し方 
     卒論のための情報探索法（論文編） 
     卒論のための情報探索法（統計編）  








平成 22 年度は 89 回で 139 名，平成 23 年度は




































































































































 平成 23年 10月に図書館の学生アルバイト 5名を
対象にプレインタビューを行い内容を見直した上で，
平成 24年 2月に本番インタビューに臨んだ。 
調査に応じてくれる学生は，図書館内外にポスタ
ーを掲示し公募した。その結果，文系の学部 1・2年
生が 2 グループ，文系の 3・4 年生，文系の大学院
生，理系の大学院生が各 1グループで，計 5グルー
プ 14名に実施することができた。その結果について
は現在分析中であり，次の機会に公表したい。 
 調査活動は，WG の活動の一環として毎年継続し
て行いたいと考えている。 
 
おわりに 
 この2年間，少しずつだが教員と協力しながらの活
動を通じて，大学の教育・学習活動において図書館
が関われることが，まだまだあるのではないかとの思
いを強くした。教員や学生に対する調査は，改めて
今後の方向性を見つめ直し，具体的なプランを考え
るきっかけになると考える。そして「東北大学生のた
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めの教育・学習支援」を，さらに大学全体を見回した
ものへと展開させていきたい。 
 
（よこやま みか， 附属図書館情報サービス課参考
調査係長） 
